
令和６年能登半島地震における

２年間の観光資源被害調査結果と

観光復興の展望

本発表は、初年度調査を継承する2年目の定点観測として実施した悉皆調査により、能登

地域の6市町（珠洲市、輪島市、穴水町、能登町、七尾市、志賀町）における観光資源218

件の被害状況と復旧状況を明らかにしています。この2年間の調査結果から得られた知見

を比較分析し、能登の観光復興の展開においてどのような有効な示唆があるのか議論し

たいと思います。

令和７年度 第12回

能登半島地震復興支援セミナー

共催 石川県
〒920-0962 石川県金沢市広坂２-１-１
電話（076）223-1633 E-mail：info@ucon-i.jp

主催

日 時：令和７年12月19日 13:00～14:00
講 師：金沢大学融合研究域融合科学系 准教授
               同大能登里山里海未来創造センター 兼任教員

川澄 厚志（かわすみ あつし）氏

参加形式：オンライン・オンデマンド(2025/12/19～2026/1/18)

対 象 者：どなたでも
申込期限：令和７年12月16日(火)

金 無料

事前申し込みが必要です。申込フォームに必要事項をご記入の上、お申込みください。

【講師紹介】

茨城県生まれ。博士（国際地域学、2009年3月）。金沢大学融合研究域融合科学系准教授。
専門は、コミュニティ開発、観光まちづくり。東洋大学国際地域学部国際観光学科助教
（2009～2011年度）、東洋大学国際地域学部国際地域学科特任講師（2012～2014年度）、
金沢星稜大学経済学部経営学科講師（2015～2017年度）、金沢星稜大学経済学部経営学科
准教授（2018～2019年度）、金沢大学人間社会研究域人間科学系准教授（2020年度）を経
て、2021年10月から現職。
能登の各地で地域資源の活用を探る活動を行い、震災復興の中長期計画を検討する学内
ワーキンググループ（里山里海創造ＷＧ）の委員も務める。著書に『山あいの小さなむら
の未来（共著、博進堂）』、『国際開発と環境－アジアの内発的発展に向けて－（共著、
朝倉書店）』などがある。

場 所：能登空港(のと里山空港 ターミナルビル４F  
        輪島市三井町洲衛10丁目 11-1
対象者：どなたでも
定 員：３０名

“能登分室”にて
ライブ配信と、
大学への支援要望相談会
を行います。

ぜひお越しください！

申 込：https://ws.formzu.net/dist/S41492011/
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